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豊作となりますように…
願いを込めて
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令和２年度予算	 2 ～ 3 ㌻
３月定例会	 4 ～ 7 ㌻
所管事務調査	 8 ㌻
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令和２年度一般会計令和２年度一般会計
62億5336万円を可決！62億5336万円を可決！
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2きんこう議会だより 61号

【世代別・分野別で事 業・予算をチェック】
世代別

分野別 幼児 児童・生徒 若者・壮年 シルバー世代 ピックアップ

保健・福祉
・小児科遠隔健康相談業務

284万円
・乳幼児医療費助成	 744 万円

・子ども医療費助成	 912 万円 ・子育て支援センター事業
	 2,035 万円
・	風しん抗体検査及び予防接種業務
	 325 万円

・	高齢者元気度アップ地域包括ケ
ア商品券	 258 万円
・高齢者肺炎球菌ワクチン接種業務
	 180 万円

＜子育て支援センター事業委託＞
本庁保健福祉課内に、子育て支援セン
ター『たんぽぽ』が開設されました。妊
娠期から子育てまで切れ目のない支援
で応援する相談窓口です。

教育・文化
・病後児保育事業	 646 万円
・保育園・幼稚園副食費補助金
	 465 万円

・	ふるさと納税による公営塾運営
	 1,485 万円
・	中学生向けアントレプレナーシッ
プ教育業務	 235 万円

・文化施設調査業務	 78 万円
・自主文化事業公演	 178 万円

・老人クラブ連合会運営費補助金
	 208 万円

＜文化施設調査業務委託＞
国による「記録作成を講ずべき無形の
民俗文化財の選択」を目指す、「池田
地区の柴祭り」について調査します。

産業・生活・地域

・すくすくベビー券発行事業
	 96 万円
・保育所地域活動事業	 75 万円

・	児童公園利活用検討事業
	 50 万円
・特色ある学校づくり推進事業
	 244 万円

・新規就農者総合支援事業補助金
	 800 万円
・	農業次世代人材投資事業補助金
	 1,950 万円
・特産品ブランディング事業業務
	 574 万円
・女性・若者起業応援補助金
	 　80万円

・	シルバー人材センター運営補助金
	 880 万円
・	広域消費生活センター運営負担金
	 　57万円
・	福祉タクシー利用助成金
	 228 万円

＜児童公園利活用検討事業委託＞
児童公園（都市公園）のあり方
について調査検討するための費
用です。

町民生活
・防犯カメラリース・保守委託料	
	 216 万円
・ごみ分別アプリサーバー使用料	
	 14 万円

・空き家解体促進補助金
	 300 万円
・	空き家除去自治会活動モデル補助
	 140 万円

・住宅リフォーム補助金
	 400 万円
・プレミアム付き商品券事業
	 500 万円

・有害鳥獣対策　1,006 万円
・	大隅広域図書館ネットワーク事業
	 142 万円

＜大隅広域図書館ネットワーク事業＞
大隅２市５町の図書館を利用で
きるようになりました。

徹 底 審 議！ 新 年 度 予 算 の 使 い 道
一般会計予算

62億円億円
可 決

予算審査特別委員会
　令和２年度各会計当
初予算が、予算審査特
別委員会に付託され、
現地調査を含め、３月
４日から９日のうち４
日間に亘って審査を行
ない、全７会計を原案
可決しました。

64億2,478万
65億9,258万

67億3,079万 67億1,841万

61億5,117万

64億8,712万

61億7,016万

71億3,425万

65億1,829万

62億5,336万

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R２

一般会計当初予算額の推移

令和２年度　各会計の当初予算額
会 計 名 予算額 増減率
一 般 会 計 62億 5,336 万円 △ 4.06％

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 14億 2,009 万 7千円 12.74％
後 期 高 齢 者 医 療 事 業 1億 4,166 万 6千円 8.02％

介護保険事業 保 険 事 業 勘 定 12億 8,040 万 4千円 5.46％
サービス事業勘定 1,012 万 2千円 11.65％

簡 易 水 道 事 業 1億 4,591 万 3千円 30.56％
農 業 集 落 排 水 事 業 2,735 万 1千円 △ 11.84％

合 計 92億 7,891 万 3千円 0.04％

【主な新規・注目事業】
・鹿児島県知事選挙費

798万円
・職員用パソコン更新

1,386 万円

・地域介護基盤整備事業
　補助金

4,116 万円
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世代別

分野別 幼児 児童・生徒 若者・壮年 シルバー世代 ピックアップ

保健・福祉
・小児科遠隔健康相談業務
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・乳幼児医療費助成	 744 万円

・子ども医療費助成	 912 万円 ・子育て支援センター事業
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ア商品券	 258 万円
・高齢者肺炎球菌ワクチン接種業務
	 180 万円

＜子育て支援センター事業委託＞
本庁保健福祉課内に、子育て支援セン
ター『たんぽぽ』が開設されました。妊
娠期から子育てまで切れ目のない支援
で応援する相談窓口です。

教育・文化
・病後児保育事業	 646 万円
・保育園・幼稚園副食費補助金
	 465 万円
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	 1,485 万円
・	中学生向けアントレプレナーシッ
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・自主文化事業公演	 178 万円
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	 208 万円

＜文化施設調査業務委託＞
国による「記録作成を講ずべき無形の
民俗文化財の選択」を目指す、「池田
地区の柴祭り」について調査します。

産業・生活・地域

・すくすくベビー券発行事業
	 96 万円
・保育所地域活動事業	 75 万円

・	児童公園利活用検討事業
	 50 万円
・特色ある学校づくり推進事業
	 244 万円

・新規就農者総合支援事業補助金
	 800 万円
・	農業次世代人材投資事業補助金
	 1,950 万円
・特産品ブランディング事業業務
	 574 万円
・女性・若者起業応援補助金
	 　80万円

・	シルバー人材センター運営補助金
	 880 万円
・	広域消費生活センター運営負担金
	 　57万円
・	福祉タクシー利用助成金
	 228 万円

＜児童公園利活用検討事業委託＞
児童公園（都市公園）のあり方
について調査検討するための費
用です。

町民生活
・防犯カメラリース・保守委託料	
	 216 万円
・ごみ分別アプリサーバー使用料	
	 14 万円

・空き家解体促進補助金
	 300 万円
・	空き家除去自治会活動モデル補助
	 140 万円

・住宅リフォーム補助金
	 400 万円
・プレミアム付き商品券事業
	 500 万円

・有害鳥獣対策　1,006 万円
・	大隅広域図書館ネットワーク事業
	 142 万円

＜大隅広域図書館ネットワーク事業＞
大隅２市５町の図書館を利用で
きるようになりました。

徹 底 審 議！ 新 年 度 予 算 の 使 い 道
歳入

62億5,336万円

町税
6億1,669万5千円

その他
7億5,153万7千円

地方交付税・
その他交付金

32億9,267万7千円

国・県支出金
9億9,998万1千円

町債
5億9,247万円

【主な新規・注目事業】

議会費
9,956万2千円

総務費
11億1,313万6千円

民生費
18億1,209万円

衛生費
4億2,478万3千円

農林水産業費
4億9,722万5千円

商工費
1億125万円

土木費
5億7,200万1千円

消防費
2億5,251万8千円

教育費
5億116万8千円

公債費

予備費等　1,001万5千円

8億6,961万2千円

歳出
62億5,336万円

・鹿児島県知事選挙費
798万円

・職員用パソコン更新
1,386 万円

・地域介護基盤整備事業
　補助金

4,116 万円

・墓地公園配管切替等工事
61万円

・森林環境保全直接支援事業
3,131 万円

・照葉樹の森 PR委託
660万円

・町道中鳥井線道路改良工事
7,000 万円

・�支所設置消防
　タンク車購入

3,905 万円
・女性消防隊用
　消防広報車

441万円

・かごしま国体
　錦江町実行委員会補助金

4,079 万円

・本会議場・移動式会議用
　マイクシステム整備事業委託

1,947 万円
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服
務
の
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務
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ま
し
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過
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成
32
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で
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「
当
分
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し
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祉
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ま
し
た

　

福
祉
介
護
手
当
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給
に
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算
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務
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、３
月
」か
ら「
毎
年
４
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計
画
期
間
の
延
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と
新
町
建

設
計
画
の
改
訂
を
行
い
、
新
た

な
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に
合
併
特
例
債
、
合
併

振
興
基
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を
活
用
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
た
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副
町
長
の
選
任
に

同
意
し
ま
し
た

　

元
鹿
児
島
県
職
員
（
令
和
２

年
３
月
31
日
付
で
定
年
退
職
）

で
鹿
児
島
市
出
身
の
有
村
智
明

氏
を
副
町
長
と
し
て
選
任
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
２
年
４
月
１
日

か
ら
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で

で
す
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令
和
２
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
３
日
か
ら
19
日

ま
で
の
17
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、当
初
予
算
７
件
、補
正
予
算
８
件
、

条
例
改
正
７
件
、
同
意
５
件
、
そ
の
他
議
案
３
件
等
を

審
議
し
ま
し
た
。
ま
た
、
４
名
の
議
員
が
一
般
質
問
し

ま
し
た
。

定例会3月月条
例

契
約

同
意

指
定
管
理

錦
江
町

建
設
計
画
の
変
更
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有村	智明さん
（京町自治会）



固
定
資
産
評
価
審
査
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員
の

選
任
に
同
意
し
ま
し
た

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
日
高
公

さ
ん
、
水
口
幸
二
さ
ん
を
再
任
、

寺
田
貢
治
さ
ん
を
新
た
に
選
任

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

任
期
は
令
和
２
年
４
月
29
日
か

ら
令
和
５
年
４
月
28
日
ま
で
で

す
。

請願・陳情の仕方
　町政等についての要望等を請願書や陳情書として、どなたでも
議会に提出することができます。

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同

意
し
ま
し
た

　

前
任
者
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
小
梅
枝
由
美
子
さ
ん
を

任
命
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る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。
任
期
は
令
和
２
年
４
月
29

日
か
ら
令
和
６
年
４
月
28
日
ま

で
で
す
。
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日高	公さん
（馬場自治会）

水口	幸二さん
（六反田自治会）

寺田	貢治さん
（栄町自治会）

小梅枝	由美子さん
（中村自治会）



小・中学校校内通信ネットワーク工事1億1,115万2千円など可決
　一般会計２件・特別会計６件の補正予算を原案のとおり可決しました。
　各補正予算の主なものは、次のようなものです。

ふるさと納税手数料
3,546 万 9 千円

返礼品	 1,650 万円
送料	 550 万円
業務委託料	 825 万円
サイト掲載手数料	 521万 9千円

新型コロナウイルス感染症に係る
学童保育事業（委託料）

491 万 6 千円
財源：子ども子育て支援交付金

田代小学校施設整備工事
5,350 万円

監理業務委託	 150 万円
工事請負費	 5,200 万円

小・中学校　校内通信ネットワーク整備工事
1 億 1,115 万 2 千円

設計業務委託料	 612 万 3千円
監理業務委託料	 474 万 6千円
工事費	 1億 28 万 3千円

学校用タブレットリース料
1,662 万円

小学校	 1,170 万 8千円
中学校	 491万 2千円

一般会計

療養給付費（決算見込みによる増減）
1,391 万 5 千円

医療給付費の実績による増

国民健康保険事業
後期高齢者医療広域連合納付金

△ 369 万 1 千円
保険料分納付金	 △ 218 万円
保険基盤安定分担金	 △ 151万 1千円

後期高齢者医療事業

繰出金
49 万円

一般会計への繰出金

介護保険事業（サービス事業勘定）
地域密着型介護サービス給付費

446 万 7 千円
サービス給付見込の増

介護保険事業（保険事業勘定）

元金積立
126 万 3 千円

余剰財源による積立金の増

簡易水道事業
修繕料

△ 69 万 2 千円
執行残

農業集落排水事業

錦江町のふるさと納税額は年々増加しています
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議案に対する各議員の賛否状況
　令和２年第１回　定例会（３月議会）

議案番号 案件名
賛否の結果

厚
ヶ
瀨

浪
瀨

染
川

池
迫

池
田

川
越

笹
原

小
吉

中
野

馬
込

水
口

議案第 1 号 令和元年度錦江町一般会計補正予算（第６号） ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第 2 号 令和元年度錦江町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第 3 号 令和元年度錦江町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第 4 号
令和元年度錦江町介護保険事業（保険事業勘定）特別会計補正予算 

（第３号）
○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第 5 号
令和元年度錦江町介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計補正 
予算（第１号）

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第 6 号 令和元年度錦江町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第 7 号 令和元年度錦江町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第 8 号 錦江町手数料条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第 9 号 錦江町課等設置条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第10号 錦江町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第11号 錦江町職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第12号
錦江町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第13号 錦江町福祉介護手当支給条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第14号 錦江町公営住宅条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第15号 財産の無償貸付について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第16号 指定管理者の指定について ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第17号 令和２年度錦江町一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第18号 令和２年度錦江町国民健康保険事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第19号 令和２年度錦江町後期高齢者医療事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第20号 令和２年度錦江町介護保険事業（保険事業勘定）特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第21号 令和２年度錦江町介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第22号 令和２年度錦江町簡易水道事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第23号 令和２年度錦江町農業集落排水事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第24号 令和元年度錦江町一般会計補正予算（第７号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第25号 錦江町建設計画の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

同意第 1 号 教育委員会委員の任命 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

同意第 2 号 固定資産評価審査委員会委員の選任 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

同意第 3 号 固定資産評価審査委員会委員の選任 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ―

同意第 4 号 固定資産評価審査委員会委員の選任 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

同意第 5 号 副町長の選任 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ―

※賛否の表示は、○賛成、×反対となっています。
※ は除斥で、審議の公正を期すために、審議事件と一定の利害関係を有する議員は、当該事件の審議に参与することが
できないとする制度です。

※議長には、表決権がありません。（同意３号では、議長除斥のため副議長が議事を進行しました。）
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清
掃
も
行
き
届
い
て
お
り
、
し
っ
か

り
と
し
た
管
理
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
新
川
公
園
に
設
置
さ

れ
て
い
る
ブ
ラ
ン
コ
は
、
バ
ケ
ッ
ト

タ
イ
プ
に
な
っ
て
お
り
、
安
全
性
の

高
い
遊
具
で
あ
り
、
設
置
の
際
の
参

考
と
す
べ
き
例
で
あ
る
と
感
じ
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

児
童
公
園
は
分
類
す
る
と
条
例
上

は
存
在
し
て
お
ら
ず
、
本
町
で
言
う

児
童
公
園
は
都
市
公
園
条
例
で
管
理

さ
れ
て
お
り
、
松
崎
街
区
公
園
、
堂

之
元
街
区
公
園
及
び
大
橋
街
区
公
園

の
３
公
園
が
都
市
公
園
法
及
び
都
市

計
画
法
で
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
り
、
都
市
計
画
内
に
あ
る
公
園
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
実
的
に
、
都
市
公
園
の
廃
止
ま

た
は
縮
小
は
難
し
く
、
今
後
も
都
市

公
園
と
し
て
、
管
理
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

都
市
計
画
の
所
管
は
本
来
建
設
課

で
あ
る
の
で
、
都
市
公
園
も
建
設
課

が
管
理
す
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
本
町
で
は
保
健
福
祉
課
が
管

理
し
て
お
り
、
そ
の
経
緯
は
定
か
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

町
が
管
理
す
る
公
園
に
つ
い
て
は

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
た
だ
法
の

縛
り
を
受
け
て
い
る
公
園
は
、
前
述

し
た
３
つ
の
都
市
公
園
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。各
児
童
公
園
の
概
要
、

管
理
状
況
等
に
つ
い
て
、
ま
た
、
こ

れ
ま
で
の
遊
具
の
撤
去
状
況
等
に
つ

い
て
も
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

［
意
見
］　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
子
ど

も
た
ち
な
ど
将
来
を
担
う
た
め
の
事

業
の
財
源
に
充
て
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
遊
具
設
置
に
も
充
て
て

よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　

堂
之
元
、
大
橋
及
び
松
崎
街
区
公

園
の
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

意
見
と
し
て
、

・	

遊
具
に
つ
い
て
調
べ
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
管
理
方
法
に

つ
い
て
も
知
り
た
い
。

・	

や
は
り
公
園
に
は
１
～
２
基
の
遊

具
は
設
置
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

設
置
し
て
あ
る
公
園
を
調
査
し
て

は
ど
う
か
。

な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

鹿
屋
市
の
ク
ヌ
ギ
公
園
、
寿
む
つ

み
公
園
及
び
新
川
公
園
の
３
公
園
を

現
地
調
査
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
公
園
に
は
、
規
模
の

大
小
は
あ
り
ま
す
が
、
ス
プ
リ
ン
グ

遊
具
、
滑
り
台
、
ブ
ラ
ン
コ
、
鉄
棒

な
ど
遊
具
に
加

え
、
東
屋
や
ベ

ン
チ
が
設
置
さ

れ
、
そ
し
て
、

町
内
会
な
ど
に

よ
り
ト
イ
レ
の

［
質
問
］　
都
市
公
園
に
つ
い
て
は
、

緑
地
、
遊
具
設
置
に
つ
い
て
の
規
定

が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
か
。

［
回
答
］　

遊
具
の
設
置
規
定
は
な

い
。
そ
も
そ
も
、
法
の
主
旨
と
し
て

都
市
計
画
内
で
の
緑
地
消
失
へ
の
対

抗
措
置
と
し
て
、
都
市
公
園
法
は
で

き
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

［
意
見
］　
遊
具
設
置
の
規
定
は
な
く

て
も
、
住
宅
内
に
あ
る
公
園
と
し
て

遊
具
の
設
置
は
必
要
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
、
撤
去
さ
れ
た
後
の
措
置
が
さ

れ
て
な
い
の
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の

か
と
考
え
る
が
。

［
意
見
］　
子
ど
も
が
外
で
遊
ぶ
姿
を

見
か
け
な
い
。
少
し
で
も
遊
具
が
あ

れ
ば
違
っ
て
く
る
と
思
う
。
検
討
し

て
ほ
し
い
。

［
説
明
］　
町
の
管
理
で
あ
る
以
上
、

遊
具
を
含
め
公
園
自
体
の
使
い
勝
手

の
良
さ
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
考

え
る
。
撤
去
後
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

都
市
公
園
内
だ
け
で
な
く
町
全
体
で

考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
使
用
が
見
込

ま
れ
る
若
い
世
代
等
の
意
見
も
考
慮

し
な
が
ら
、
今
後
、
総
合
振
興
計
画

の
改
訂
に
合
わ
せ
て
検
討
し
て
い
く

べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

所管事務調査

総務厚生
常任委員会

本
町
の
児
童
公
園
に
お
い
て

も
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
小
学
校

入
学
ま
で
の
未
就
学
児
を
対

象
と
し
た
遊
具
及
び
、
保
護

者
や
高
齢
者
な
ど
が
利
用
で

き
る
東
屋
や
ベ
ン
チ
の
設
置

と
管
理
な
ど
の
経
費
に
、
ふ
る

さ
と
納
税
寄
附
金
を
活
用
す

る
こ
と
を
提
言
い
た
し
ま
す
。

調査を終えて

児童公園（都市公園）の現状と
今後のあり方は？

意
見
交
換

寿むつみ公園での現地調査の様子

新川公園のバケット
タイプのブランコ
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　総合戦略の推進の過程における情報収
集、調査・研究を行い、活力にあふれた
地方の創生に取り組むための調査です。
　主な内容は次のとおりです。
●�公営未来寺子屋塾の実施
●�サテライトオフィス誘致及びワーケー
ションの促進

●�北海道ニセコ町及び下川町における公
募先進地派遣型合同研修の実施

●未来想像・創造コンテストの実施
●�取り組みへの共感、錦江町ファンの増
加によるふるさと納税の増加

などです。

　議会基本条例を議会運営の基本規範と
して位置づけ、開かれた議会、町民参加
の議会、存在感のある議会、信頼される
議会を築くことを目的として、議会改革に
継続的に取り組んでいくための調査です。
　主な内容は次のとおりです。
●�議会報告会での要望等の対応策や検討
状況の再確認と、報告会のあり方の検
討

●日曜議会の継続
●�田代地区ＰＴＡ執行部との意見交換会
の実施

●議会広報モニター制度の運用
●�会議録及び一般質問通告のホームペー
ジ掲載

　今後もこれらのことを継続して取り組
んでいき、特定事件の調査活動について
など、目的達成のために、積極的な活動
を実施していきたいと思います。

議会改革推進会議
調査特別委員会

地方創生まちづくり
調査特別委員会

特別委員会の中間報告

　新型コロナウイルスの感染拡大を防止するため、全国的に外出の自粛が呼び
かけられています。そうした状況を踏まえ、錦江町商工会加盟店が、お弁当の
販売・配達サービスを開始いたしました。この機会にぜひご利用ください。
　詳細につきましては、錦江町ホームページをご覧いただくか、産業振興課ま
でお問い合わせください。

●ホームページ：http://www.town.kinko.lg.jp/soshiki/5/79518.html
●電話：２２－３０３４（産業振興課　経済チーム）

錦江町商工会加盟店の
お弁当販売・配達サービスについて
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Q A&
ここが聞きたい

３月定例会では、４名の議員より
一般質問が行なわれました。
※質問及び答弁については、要旨を掲載しております。

Q 

田
代
給
食
セ
ン
タ
ー
跡
地
の
施

設
で
は
、
グ
ル
ー
プ
で
商
品
開
発

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
現
況

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

A 

町
長　

こ
れ
ま
で
生
姜
を
原
料

と
し
た
マ
グ
マ
ソ
ー
ダ
な
ど
を
独

自
開
発
し
、
商
品
化
へ
と
繋
げ
て

こ
ら
れ
た
。
現
在
活
動
は
休
止
状

態
で
あ
る
。
施
設
は
事
務
所
兼
資

材
置
き
場
と
し
て
使
用
さ
れ
、
平

成
27
年
か
ら
田
代
地
区
猟
友
会
が

施
設
の
厨
房
の
一
部
、
コ
ン
テ
ナ

室
、
倉
庫
を
捕
獲
し
た
猪
の
解
体

場
所
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

Q 

商
品
開
発
グ
ル
ー
プ
に
行
政
も

積
極
的
に
参
画
す
る
考
え
は
な
い

か
。

A 
町
長　

メ
ン
バ
ー
の
今
後
の
意
向

を
調
査
し
た
上
で
、
情
報
提
供
や
協

力
で
き
る
と
こ
ろ
は
し
て
い
き
た
い
。

Q 

旧
田
代
高
校
体
育
館
や
旧
鞄
工

場
の
敷
地
の
今
後
の
活
用
は
。
校

門
付
近
や
土
手
の
除
草
管
理
を
ど

の
よ
う
に
計
画
し
て
い
る
か
。

A 

町
長　

旧
高
校
体
育
館
は
現
在

イ
ベ
ン
ト
等
の
道
具
の
保
管
場
所

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
除
草

管
理
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

へ
年
１
回
、
作
業
委
託
し
て
い
る
。

Q 

国
道
４
４
８
号
線
と
体
育
館
の

間
に
は
記
念
碑
や
町
指
定
の
文
化

財
が
あ
る
。
年
間
を
通
し
た
除
草

計
画
を
立
て
て
も
ら
い
た
い
。

A 

町
長　
支
所
の
管
轄
内
で
管
理
で

き
る
よ
う
な
体
制
を
検
討
し
た
い
。

Q 

自
治
会
に
設
置
し
て
あ
る
金
網
の

生
ゴ
ミ
集
荷
箱
は
外
か
ら
突
か
れ
や

い
。
カ
ラ
ス
な
ど
の
動
物
被
害
に
対
す

る
改
善
策
は
な
い
か
。

A 

町
長　

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理

は
、
衛
生
自
治
連
合
会
を
通
じ
て
自
治

会
長
に
管
理
を
お
願
い
し
て
い
る
。

Q 

土
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
は
毎
年

８
５
０
万
円
程
の
マ
イ
ナ
ス
経
営
で
推

移
し
、
生
ご
み
の
処
分
の
経
費
は
Ｊ

Ａ
に
年
間
２
０
０
万
円
程
支
払
っ
て
い

る
。
現
在
牛
糞
を
使
っ
た
堆
肥
作
り
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
生
ご
み
と
鶏
糞
を

混
ぜ
た
新
し
い
堆
肥
の
製
造
を
行
う
こ

と
で
経
営
改
善
は
で
き
な
い
か
。

A 

町
長　

耕
畜
連
携
を
強
化
し
た
資

源
循
環
型
農
業
を
確
立
す
る
こ
と
を
目

的
に
整
備
さ
れ
て
い
る
。
国
な
ど
に
牛

糞
以
外
の
堆
肥
化
の
施
設
と
し
て
使
っ

て
よ
い
か
聞
い
て
み
る
。

田代地区の公共施設の活用や
周辺環境の整備が求められます

ゴミ散乱防止ネットや金
網の装着がカラス被害対
策に効果があります

一般質問

Q公共施設利用

町長 A 池田 行德 議員

田代給食センター跡地での取り組みに
行政が参画する考えは

メンバーの方の意向を調査した上で、情報提供や
協力できるところは協力していきたい

Q

産業振興
土
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、
現
在
の
牛
糞

堆
肥
と
は
別
に
生
ご
み
と
鶏
糞
を
原
料
に
新

し
い
堆
肥
の
製
造
は
で
き
な
い
か

A

町長

耕
畜
連
携
を
強
化
し
た
資
源
循
環
型
農
業
を
確
立
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
整
備
し
て
い
る
。
国
な
ど
に
牛
糞
以
外

の
堆
肥
化
の
施
設
と
し
て
使
っ
て
よ
い
か
聞
い
て
み
る
。

10きんこう議会だより 61号



A
Q神川大滝を小水力発電を利用して

活性化を図る取り組みをする考えは

観光振興

町長
町の計画の中に位置づけたり、
内容等を具現化していく検討を進めたい 染川 金治 議員

神川大滝のライトアップは幻想的で多くの観光客を魅了します

Q 

神
川
大
滝
の
周
辺
は
水
量

が
多
い
。
小
水
力
発
電
を
利
用

し
て
、
観
光
に
も
活
用
で
き
る

よ
う
な
活
性
化
を
図
る
取
り
組

み
を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

A 

町
長　

令
和
元
年
度
に
錦

江
町
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
地

域
内
循
環
モ
デ
ル
事
業
を
導
入

し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
を
策
定
し
て
い
る
。
神
川

大
滝
の
「
小
滝
」
は
小
水
力
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と

し
て
高
評
価
を
得
て
い
る
。
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
取

り
組
み
は
周
年
の
観
光
客
の
獲

得
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち

の
教
育
の
面
で
も
効
果
が
あ
る

と
考
え
る
。

Q 

小
水
力
発
電
で
発
電
し
た

電
気
を
大
滝
の
入
り
口
か
ら
滝

壺
ま
で
約
20
～
30
ｍ
位
の
間
隔

で
街
路
灯
を
設
置
し
、
夜
11
時

頃
ま
で
滝
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を

し
た
り
、
吊
り
橋
に
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
付
け
れ
ば
イ
ン

ス
タ
映
え
を
し
、
多
く
の
観
光

客
を
呼
び
込
む
こ
と
が
出
来
る

と
思
う
。
照
明
の
電
気
も
す
べ

て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
利
用
す
れ
ば
電
気

料
も
安
く
、
茶
屋
で
利
用
す
る

電
気
も
こ
の
発
電
に
よ
り
全
て

賄
う
こ
と
が
出
来
る
と
思
う

が
。

A 

町
長　

神
川
大
滝
付
近
の

水
資
源
は
本
町
の
魅
力
的
な
観

光
資
源
で
あ
り
、
そ
の
資
源
を

活
用
し
た
取
り
組
み
は
将
来
的

に
も
町
の
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て
イ
メ
ー

ジ
で
き
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

産
地
消
を
進
め
よ
う
と
す
る
本

町
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
に

も
合
致
し
て
い
る
。
計
画
の
中

に
位
置
づ
け
た
り
、
内
容
等
を

具
現
化
し
て
い
く
た
め
の
検
討

を
進
め
た
い
。

Q 

神
川
大
滝
は
神
川
の
河
口

か
ら
約
３・
５
㎞
程
の
位
置
に

あ
り
、
高
さ
が
30
ｍ
位
で
、
魚

は
そ
れ
以
上
遡
上
で
き
な
い
環

境
に
あ
る
。
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
や

ア
ユ
な
ど
が
上
流
に
多
く
生
息

で
き
る
よ
う
な
資
源
の
保
護
や

再
生
の
た
め
に
、
高
さ
30
ｍ
前

後
の
大
滝
に
自
然
の
景
観
を
壊

さ
な
い
、
自
然
に
同
化
し
た
傾

斜
の
緩
や
か
な
魚
道
を
設
置
す

る
考
え
は
な
い
か
。

A 

町
長　

景
観
に
配
慮
し
た

形
で
の
実
現
が
大
条
件
に
な
る

と
思
う
の
で
、
県
な
ど
に
聞
い

て
み
る
こ
と
が
必
要
か
と
考
え

る
。
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A
Q 

来
年
度
よ
り
町
内
全
小
中

学
校
に
学
校
運
営
協
議
会
が
組

織
さ
れ
る
。
協
議
会
の
一
定
の

権
限
及
び
責
任
を
ど
の
よ
う
に

定
義
し
て
い
る
の
か
。

A 

教
育
長　
協
議
会
を
設
置
す

る
こ
と
で
学
校
運
営
に
地
域
の

声
を
積
極
的
に
生
か
し
、
地
域

と
一
体
と
な
っ
て
特
色
あ
る
学

校
づ
く
り
を
進
め
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
る
。「
学
校
運
営
の

基
本
方
針
」
の
承
認
を
通
し
て

学
校
運
営
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有

し
、
地
域
住
民
が
校
長
と
共
に

学
校
運
営
の
責
任
を
一
緒
に
担

う
と
い
う
責
務
に
繋
が
る
と
考

え
る
。

Q 

協
議
会
の
委
員
は
各
小
中

学
校
何
名
位
か
。
ま
た
、
そ
の

選
定
基
準
は
。

A 

教
育
長　
構
成
員
は
５
名
か

ら
11
名
。選
定
基
準
は
保
護
者
、

地
域
住
民
、
教
職
員
、
学
識
経

験
者
、関
係
行
政
機
関
の
職
員
、

そ
の
他
教
育
委
員
会
が
必
要
と

認
め
る
者
で
あ
る
。

Q 

12
月
議
会
の
一
般
質
問
で
、

小
学
校
統
合
に
触
れ
た
が
、「
学

校
統
合
」
と
い
う
大
き
な
問
題

が
協
議
会
の
中
で
討
議
さ
れ
る

可
能
性
は
あ
る
か
。

A 

教
育
長　

校
長
の
経
営
方

針
、
地
域
住
民
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
そ

の
他
の
方
々
の
意
見
も
含
め
な

が
ら
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Q 

町
の
財
政
状
況
や
建
物
の

状
態
、
少
子
化
の
中
で
い
つ
ま

で
も
現
在
の
よ
う
な
学
校
運
営

が
な
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
こ

と
も
協
議
会
で
取
り
上
げ
、
研

修
を
し
て
い
た
だ
け
る
か
。

A 

教
育
長　
協
議
会
の
委
員
の

研
修
は
数
年
前
か
ら
県
全
体
で

も
進
め
て
い
る
。

Q 

学
校
協
働
活
動
推
進
の
た

め
の
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
な
さ

れ
て
い
る
か
。

A 

教
育
長　

地
域
学
校
協
働

活
動
推
進
委
員
に
も
協
議
会
に

入
っ
て
も
ら
い
、
地
域
と
の
パ

イ
プ
を
繋
い
で
も
ら
う
。
ま
た

教
育
委
員
会
の
中
に
地
域
学
校

協
働
活
動
推
進
本
部
を
設
け
、

推
進
員
を
各
小
学
校
に
１
名
、

各
中
学
校
に
２
名
の
計
８
名
を

委
嘱
し
た
い
。

Q 

地
域
の
子
供
会
の
組
織
は

現
在
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て

い
る
の
か
。

A 

教
育
長　
令
和
元
年
度
の
子

供
会
の
数
は
37
団
体
で
、
会
員

数
は
総
計
７
３
３
名
。
毎
月
第

３
土
曜
日
に
美
化
活
動
や
花
植

え
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

川越 裕子 議員

馬場地区子供会ではレタス植えや火の用心の
見回りなど盛んに活動を行っています

Q学校運営協議会の中で
「学校統合」について討議される可能性は

教育振興

教育長
校長の経営方針、地域住民、ＰＴＡ、その他の
方々の意見も含めながら出していただきたい
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A

Q 

今
後
も
、
未
来
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
力
強
く
推
進
し

て
い
く
と
い
う
解
釈
で
よ
ろ
し

い
か
。

A 

町
長　
当
面
の
間
は
、
未
来

づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
続
け

て
い
き
た
い
事
業
も
あ
る
。
地

域
お
こ
し
協
力
隊
な
ど
、
町
外

か
ら
来
る
若
者
た
ち
が
、
大
い

に
活
躍
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

Q田代中学校根性坂の
安全対策に向けた改良について

学校施設管理

町長
財源的な手立てを見つけた段階で、
工事着手に向けて進めていきたい

田代中学校根性坂の様子

『ＭＩＲＡＩ』創生協議会が入っている
地域活性化センター神川

Q

Q 

田
代
中
学
校
根
性
坂
は
法

面
の
一
部
が
崩
壊
し
、
陥
没
、

地
割
れ
段
差
等
で
き
て
い
る
た

め
、
い
ち
早
い
安
全
対
策
が
必

要
。
改
良
工
事
を
す
る
考
え
は

な
い
か
。

A 

町
長　

今
年
度
か
ら
業
者

委
託
に
よ
り
法
面
に
計
測
ポ

イ
ン
ト
を
設
け
た
。
毎
月
、
定

期
的
な
測
量
に
よ
る
変
化
を
、

教
育
委
員
会
へ
報
告
し
て
い

る
。
数
値
か
ら
見
る
と
、
現
時

点
で
は
法
面
に
大
き
な
変
化
は

無
い
。
ま
た
、
災
害
が
起
き
る

恐
れ
の
あ
る
際
は
、
現
場
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
う
よ
う
に
し
て
い

る
。

Q 

現
在
の
間
知
ブ
ロ
ッ
ク
は

３
分
で
あ
る
が
、
３
分
で
は
危

険
性
が
あ
る
た
め
、
４
分
か
ら

４
分
５
厘
程
度
の
傾
斜
を
つ
け

る
べ
き
で
あ
る
。
改
修
を
す
る

考
え
は
な
い
か
。

A 

町
長　

財
源
的
な
手
立
て

を
見
つ
け
た
段
階
で
、
着
手
に

向
け
て
進
め
て
い
き
た
い
。
起

債
を
使
え
る
よ
う
、
一
部
町
道

に
編
入
す
る
な
ど
検
討
し
て
い

る
。

Q 

現
在
、『
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
』
創

生
協
議
会
は
職
員
が
不
在
で
あ

り
、
募
集
を
行
う
予
定
も
な
い

と
聞
い
て
い
る
。
残
さ
れ
た
事

業
の
今
後
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

A 

町
長　
当
面
、『
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
』

創
生
協
議
会
が
先
鞭
を
つ
け

た
各
事
業
は
、
協
議
会
理
事
の

方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
未

来
づ
く
り
課
で
は
、「
ふ
る
さ
と

納
税
」、「
移
住
定
住
促
進
事
業
」

等
を
中
心
に
、
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
他
の

事
業
に
つ
い
て
は
「
小
児
科
オ

ン
ラ
イ
ン
」
は
保
健
福
祉
課
へ
、

「
公
営
塾
」
は
教
育
課
へ
な
ど
、

各
所
管
課
へ
シ
フ
ト
し
事
業
展

開
を
行
っ
て
い
く
。

地方
創生
ま
ち
・
ひ
と
・『
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
』
創
生

協
議
会
の
職
員
の
撤
退
に
伴
う
残
さ
れ

た
事
業
の
今
後
に
つ
い
て

A

町長

未
来
づ
く
り
課
を
中
心
に
、
各
所
管
課
へ
事
業

展
開
を
行
い
、
引
き
続
き
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
推
進
に
努
め
る

浪瀨 亮祐 議員
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町民の皆様には日頃から議会だよりを愛読い
ただき誠にありがとうございます。

　新型コロナウイルスの感染拡大により、卒業式
や入学式などあらゆるイベントが簡素化、延期又
は中止となっています。町民の方々１人１人がコ
ロナウイルスの恐ろしさを認識していただき、密
接・密室・密集をさけ、外出の際はマスクを着用、
帰宅後は手洗いや消毒を欠かすことなく、コロナ
ウイルス菌をもらわない、うつさないの気持ちで
自分自身を守っていきましょう。

　町民の皆様のご健康をお祈り申し上げます。
　また、令和３年４月は錦江町議会議員選挙が実
施されます。錦江町の活性化のために、意志のあ
る方の挑戦をお願いいたします。

◆議会報編集委員会
委 員 長	 池迫　重利
副委員長	 厚ヶ瀨博文
委　　員	 笹原　政夫・川越　裕子
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　４月17日、宿利原小学校の全校生徒10名、
職員5名と宿利原地区住民の方々5名によりも
ち米の田植えが行われました。
　左の写真は、田植え終了後の集合写真です。
　安田教頭にお話を伺ったところ、「地区の方々
の協力のおかげで開催できる行事である。非常
に感謝している。」と話されておりました。収穫
後のもち米は「やどりはら秋まつり」にて販売
やお餅を振る舞う予定とのことです。

傍聴してみませんか
６月定例会は本庁で開催！

６月定例会の会期は、
６月12日から23日
一般質問は、６月14日㈰の予定です。

役場本庁３階の議場へ
傍聴においでください。

編
集
委
員　

笹
原
政
夫

編
集
後
記

表紙をウォッチ表
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